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研究成果の概要（和文）：本研究では、キー・コンピテンシーおけるカテゴリー2「異質なグループにおいて、
相互にかかわりあうこと」に関する能力を育むための道徳授業のモデルを探究した。
具体的には、道徳授業における子ども相互の交流場面における教師の授業方法の分析を行うとともに、意見交流
場面でのICTの活用方法を探った。その結果、子ども相互の交流場面において、小学校低学年でも活用可能なICT
の活用方法として、1）子どもがワークシートへ自分の考えを記入する、２）クラウド上のフォルダに写真をア
ップロードする、３）友達の写真を見て自分の考えと比較する、４）新たな自分の考えをワークシートに記入す
る、という、というステップを提案した。

研究成果の概要（英文）：We explored a moral lesson model to foster the key competency of interacting
 in heterogeneous groups, which is defined as Competency Category 2 in OECD study: "The Definition 
and Selection of Key Competencies". More specifically, we analyzed how teachers conduct their moral 
class in which children interact with each other for exchanging their opinions, and examined how ICT
 can be used in such situations. As a result, we propose the following steps as a method of ICT 
utilization in classroom interactions between children, which can be used even in the early grades 
of elementary school: 1) have children write their ideas on a worksheet, 2) have children upload 
photos to a folder shared by the class on the cloud, 3) have children look at their classmates' 
photos in the folder and compare them with their own ideas, 4) have children write their new ideas 
on the worksheet.

研究分野： 教育学

キーワード： 道徳科　キー・コンピテンシー　ICTの活用　クラウドの活用

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、先行研究においては未開拓の領域であった、キー・コンピテンシーおけるカテゴリー2「異質なグ
ループにおいて、相互にかかわりあうこと」に関する能力を育むための道徳授業モデルの開発を行った。特に、
道徳授業における子ども相互の意見交流場面でのICTの活用方法を探った。この研究成果に基づき、研究最終年
度には、小学校の道徳科におけるICTの活用方法に関する書籍を刊行した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

OECD の PISA（Programme for International Student Assessment）調査結果及び OECD
の打ち出したキー・コンピテンシー（key competencies）は、平成 20（2008）年度版以降の学
習指導要領に影響を与えていることは、各種の中央教育審議会（以下、「中教審」と略記する）
答申等において、確認することができる。 
中でも、平成 26（2014）年 10 月の「道徳に係る教育課程の改善等について（答申）」では、

「道徳性」を「道徳に係る内面的な資質・能力」であるとしている。また、中教審による平成
27(2015)年８月の「論点整理」、平成 28（2016）8 月の「次期学習指導要領等に向けたこれまで
の審議のまとめについて（報告）」においても、育成すべき「資質・能力」の三つの柱としての
「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」を挙げている。こう
した「資質・能力」を重視するという方向性は、コンピテンシーを重視するという世界的な
潮流と合致しているとみることができる。 
 OECD が打ち出したキー・コンピテンシーは、以下の三つのカテゴリーから成り立つ。[1] 
カテゴリー１：相互作用的に道具を用いる  
カテゴリー２：異質なグループにおいて、相互にかかわりあう 
カテゴリー３：自律的に行動する 

 このキー・コンピテンシーの一部を調査対象としているものが、PISA 調査である。[2] PISA
調査のリテラシーは、①読解リテラシー（reading literacy）、②数学的リテラシー、③科学的リ
テラシーに分類されるが、研究代表者が行った先行研究 [3] を除いて、道徳授業の中で、読解リ
テラシーの育成に焦点化した研究は見出すことができない。さらに、道徳授業の中での読解リテ
ラシーと、キー・コンピテンシーのカテゴリー２「異質なグループにおいて、相互にかかわりあ
う」との育成とを関係づけた先行研究も、積極的に見出すことはできない。 
 
２．研究の目的 
 OECD のキー・コンピテンシーの育成を目指した道徳授業モデルの開発研究は、先行研究に
おいて積極的に見出すことはできない。そこで研究代表者が先行研究[3]において開発してきた、
「『二つの意見』を用いた道徳授業」をベースにしながら、キー･コンピテンシーを育てる道徳授
業モデルの開発を目指すこととした。ここでいう「『二つの意見』を用いた道徳授業」とは、「連
続型テキスト」としての読み物教材（資料）を提示するとともに、教師から道徳的価値を含む対
立した「二つの意見」を提示することによって、テキストの熟考・評価を促すという、読解リテ
ラシーを育むことを目指した道徳授業モデルである。 
 研究代表者が行った先行研究においては、「二つの意見」を用いた道徳授業が、①小学校低学
年から中学校まで実践可能であること、②「行動面」だけではなく「心情面」を問う場合にも使
用可能であること、③図表等の「非連続型テキスト」の教材（資料）にも使用可能であること、
④考えること・書くことが苦手な子どもも授業に参加しやすいこと、が明らかになってきた。そ
の一方で、1)子ども相互の交流場面での教師の授業技量をいかに高めるか、2)「二つの意見」の
作成過程の細分化、3) 平成 30 年度以降に供給開始される教科書教材への適用可能性の検証、に
課題があることも明らかになってきた。 
 本研究では、研究代表者応募者が先行研究において開発してきた「二つの意見」を用いた道徳
授業モデルを発展させ、以下の三つの研究課題に取り組むことによって、キー・コンピテンシー
のカテゴリー２「異質なグループにおいて、相互にかかわりあう」能力を道徳授業で育むための
授業モデルの開発を目指した。 
 (1)道徳授業における子ども相互の交流場面での教師の授業方法の分析 

(2) 「二つの意見」の作成過程の細分化と WEB 上での公開 
(3)教科書教材への適用可能性の検証 

 
３．研究の方法 
 研究目的で述べた研究課題を達成するため、次の 3つの柱となる研究計画・方法を立案した。 

(1)道徳授業における子ども相互の交流場面での教師の授業方法の分析をするため、文献調査
を通じた理論的考察、授業の参与参観を行うともに、ICT の活用も含めた実験授業を通じて
検証する。 

(2)「二つの意見」の作成過程の細分化と WEB 上での公開を進めるため、 ワークショップを通    
じて「二つの意見」の作成過程を明確化し、作成された「二つの意見」とともに WEB 上で公
開する。 

(3)教科書教材への適用可能性を検証するため、各社の教科書を分析するとともに、新規教材
に基づく実験授業を実施する。 

 
４．研究成果 
（1）研究初年次の平成 29年度は、以下の研究を行った。 



 第１に、道徳授業において「相互にかかわりあう」場面として、道徳授業における子ども相互
の交流場面を取り上げ、教師の授業方法の分析を行った。具体的には、既存の道徳授業論に関す
る国内外の文献を収集するとともに、「『特別の教科 道徳』の指導方法・評価等について（報告）」
において「質の高い指導法」として例示されている「問題解決的な学習」「道徳的行為に関する
体験的な学習」等の道徳授業に関する公開授業や校内研修の場に参加した。その際、道徳授業に
おける「話し合い活動の組織化」「意見交流の組織化」「討論・討議の組織化」という教師の授業
技量の内実という視点から、研究協力者と共に問題点の省察を行った。こうした省察成果等にも
とづきながら、平成 29（2017）年 11 月 19 日に神戸親和女子大学において開催された日本道徳
教育学会第 90回大会において、「道徳授業における交流場面の分析」と題した自由研究発表を行
った。また、この自由研究発表等の研究成果に基づきながら、平成 30（2018）年 2 月に発行さ
れた『敬和学園大学研究紀要』第 27号において、「道徳授業における交流場面の分析」と題する
研究論文を発表した。 
 第２に、教師用と子ども用のタブレット端末を複数台購入し、道徳授業の意見交流場面での
ICT の活用方法を探った。具体的には、研究協力者を対象とした研修会を開催し、実際にタブレ
ット端末インストールした複数のアプリを使いながら、意見交流場面で使用可能と考えられる
具体的な活用方法のアイディアを探った。 
 第３に、定番教材をもとにグループで指導案を作成するワークショップと、研究協力者による
講演会の２部構成からなる道徳教育研修会を開催し、30 名程の教職員から参加していただいた。 
 
（2）研究 2・3年次の平成 30（2018）年度・令和元年（2019）度にかけては、平成 29（2017）
年度の研究を基に、以下の研究を行った。 
 第１に、平成 29 年度の研究を補完しながら、道徳の授業における子ども相互の交流場面にお
ける教師の授業方法の分析を行った。具体的には、道徳授業に関する研修会や公開授業等に参加
し、道徳授業における「話し合い活動の組織化」「意見交流の組織化」「討論・討議の組織化」と
いう子ども相互の交流場面での教師の授業方法の実際が、「二つの意見」を用いた場合とどのよ
うに異なるか、研究協力者と共に分析した。 
第２に、子ども用のタブレット端末を概ね 2人に 1台使用できる環境を整えるとともに、先行

研究に基づきながら道徳授業の意見交流場面における ICT の活用方法を探った。その上で、平成
30（2018）年 7月 1 日に文京学院大学で開催された日本道徳教育学会第 91 回において「道徳授
業における意見交流場面での ICT 活用方法の構想」と題した自由研究発表を行った。その際、子
ども相互の協働的な学習場面での ICT の具体的な活用方法として、1）ワークシートに記入した
ものを写真で撮影し、グループやクラスで共有する、2) クラウド上のプラットフォームに自分
の考えを入力し、グループやクラスで共有する、という 2種類の方法が考えられることを明らか
にした。こうした研究を基に、「二つの意見」を用いた道徳授業モデルに基づいた意見交流場面
での ICT の活用方法を、研究協力者による実験授業を通じて検証を続けた。 
第３に、教科書教材に基づいた「二つの意見」を作成するワークショップを開催した。具体的

には、小学校では各社の教科書に共通する教材を、中学校では「私たちの道徳」に掲載されてい
る読み物教材を抽出し、３～４人程度のグループで主発問を考えた上で「二つの意見」を作成す
るというワークショップを平成 31 年 3 月に開催し、50 名程の教職員から参加していただいた。 
 
（3）こうした研究を行ってきたが、実験授業の数等が十分ではないこと等の理由から、研究期
間の延長を行うこととした。 
 しかし、研究機関の延長を行った令和 2（2020）年度は新型コロナウィルス拡大の影響もあっ
て、研究活動に制限があったため、令和 3（2021）年度も再延長することとしたが、学校現場に
おいて多くの実験授業を行ったり、対面形式でのワークショップを開催する等、従前のような研
究活動を行うことができたとは言い難い状況であった。 
このような状況下に置かれた令和 2・3年度ではあったが、今までの研究成果をもとに、日本

道徳教育学会 第 96回（2020 年度秋季）大会や日本道徳教育学会 第 98 回（2021 年度秋季）大
会での学会発表を通じて、小学校低学年であっても、子ども相互の交流場面における ICT の活用
方法として、 
1)子どもがワークシートへ自分の考えを記入する、 
2)クラウド上のフォルダに写真をアップロードする、 
3)友達の写真を見て自分の考えと比較する、 
4)新たな自分の考えをワークシートに記入する、 

というステップを提案してきた。 
また、これまでの研究成果に基づきながら、実験授業を行っていただいた研究協力者の先生方

らとともに、道徳科の授業で ICT を活用した書籍[4]を刊行することができた。 
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